
ご協力ありがとうございました。 

2019 年度組織調査部報告 

「ＣＰＡＰタイトレーション実態調査」 
 

アンケート回収率 63.6％（124 施設） 

①「タイトレーション実施の有無」 

 □あり      82 施設（66％） 

 □なし      42 施設（34％） 

②「実施割合」 

 □全例（100％） 26 施設（32％） 

 □一部      52 施設（63％） 

 □不明       4 施設（5％） 

③「目的」重複回答可 

 □治療効果判定    71 施設 

 □処方圧決定     71 施設 

 □マスク装着状況確認 44 施設 

□リーク確認     36 施設 

□その他 

④「実施者」重複あり 

 □検査技師      118 施設（87％） 

  睡眠学会認定技師有り 56 施設 

  睡眠学会認定技師無し 62 施設 

 □医師        7 施設（5％） 

 □看護師       7 施設（5％）   

 □工学技師       3 施設（2％） 

 □その他        1 施設（1％） 

⑤「タイトレーションの方法」 

 □マニュアル      44 施設（39％） 

 □オート（病院）    48 施設（42％） 

 □オート（自宅）     3 施設（3％） 

 □マニュアル＆オート 13 施設（12％） 

 □その他        5 施設（4％） 

⑥「適正圧の決め方」重複あり 

 □ＡＨＩ     29 施設（22％） 

 □Desaturation   10 施設（8％） 

 □睡眠改善     33 施設（26％） 

□決めていない  31 施設（24％） 

⑦「定期的なタイトレーション実施の有無」 

 □1 年毎     4 施設（5％） 

□複数年      4 施設（5％） 

 □なし      63 施設（77％） 

 □その他     11 施設（13％） 

 

 

⑧「オートＣＰＡＰにもﾀｲﾄﾚｰｼｮﾝが必要か」 

 □必要有     93 施設（67％） 

  理由：適正圧確認 

    ：治療効果確認 

    ：オートの反応性確認 

    ：リークの確認  など 

□必要無     22 施設（16％） 

 理由：困っていない 

   ：安定に使用できている 

   ：データを確認している  など 

 □必要に応じて   7 施設（5％） 

  理由：症例に応じて必要 

 □未回答     16 施設（12％） 

⑨「タイトレーションでアドヒアランスは向上

すると思いますか」 

 □向上する     73 施設（66％） 

  理由：客観的なデータを提示することで 

     モチベーションが向上する 

    ：適切な設定圧で使用できる など 

□向上しない    3 施設（31％） 

 理由：タイトレーションしていなくても 

    現状、アドヒアランス良い 

 □分からない    31 施設（28％） 

 理由：タイトレーションのみでなく 

    複合的な要因が多い 

【タイトレーションを実施していない施設】 

⑩「タイトレーション実施していない理由」 

 □人員不足     18 施設（28％） 

□ﾀｲﾄﾚｰｼｮﾝ装置なし 19 施設（29％） 

 □要望なし      20 施設（31％） 

 □その他      8 施設（12％） 

⑪「今後タイトレーション実施予定」 

 □あり   1 施設（3％） 

□なし   38 施設（97％） 

⑫「困っていること」 

 ・技術、設備が整っていない・人員不足 

・オーダーが無い・保険点数が低い など 

 


